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研究成果の概要（和文）：鉄筋は工場で製作され，建設現場へ運ばれる。鉄筋コンクリート建物の施工にあたっ
ては，鉄筋をつなぐ必要があるが，鉄筋が不要な個所で鉄筋を省略できれば施工が格段に容易になる。これをカ
ットオフという。現在，カットオフの設計法は非常に複雑であり，改善が求められている。本研究では実験によ
り設計法を簡略化する基礎的データが得られ，このデータに基づいて新たな設計法を提案した。

研究成果の概要（英文）：Reinforcing bars are made in factories and moved to construction site, where
 the bars need to be connected. On the other hand, the required amount of reinforcing bars is 
different depending on the required strength of beams or columns. Therefore, the bars can be cut-off
 at certain points. The current design procedure for cut-off in Japan is complicated. In this 
research, tests of reinforced concrete beams were conducted and a simpler design procedure was 
proposed.

研究分野：鉄筋コンクリート構造
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１．研究開始当初の背景 
（１）近年のＲＣ造建物の高層化に伴い，高

強度せん断補強筋を用いたカットオフ筋を

有するＲＣ梁の付着規定に関する研究が行

われている。 

 

（２）ＲＣ規準で定める２段目カットオフ筋

の付着応力度を算出する際，有効せいｄを差

し引く必要がないことを指摘する研究や，靭

性指針が定める２段目カットオフ筋の付着

強度低減係数を０．６倍から０．８倍に修正

した付着強度式を提案する既往研究がある。

しかし，既往研究による付着規定の提案を両

方とも考慮した検討は未だ知見不足である。 

 

２．研究の目的 

（１）１９世紀に最初の鉄筋コンクリート建

物が建設されて以来、部材の途中で鉄筋を切

断する「カットオフ」は、施工上不可欠な工

法として世界中で用いられてきた。カットオ

フは、細かい規定が設けられているが、解明

されていないことが多く、規定が合理的では

ない部分も多いのが現状である。本研究は、

地震荷重を想定した静的加力実験を行うこ

とにより、解明されていないカットオフに対

する新しい知見を得るために行うものであ

る。 

 

３．研究の方法 

（１）本研究では，カットオフ筋の有無とあ

ばら筋比を実験変数として，高強度鉄筋 785

級を用いたＲＣ梁の実験を行い，あばら筋比

がせん断耐力に及ぼす影響及びカットオフ

筋の付着規定に関する検討を行った。 

 

（２）試験体はＲＣ梁を対象とした１／３の

縮尺模型とし，図１のように製作した。 

 

（３）梁端部の終局曲げモーメント及びカッ

トオフ筋が計算上不要となる終局曲げモー

メントを平面保持解析により算出し，カット

オフ長さを 700 mm と設定した。加力は変形

制御，正負交番繰り返し載荷とし図２の装置

を用いて行った。 

 

 

図１ 試験体配筋図 

 

 

図２ 加力装置 

 

４．研究成果 

(1) 図３，４に試験体の最終破壊状況を示す。

ではカットオフ筋が無い 2N 試験体では２段

目主筋の付着破壊が顕著であった。カットオ

フ筋がある 2C 試験体では１段目主筋の付着

破壊が顕著であった。 

 

(2) 図５に示す最大耐力と横補強筋比の関

係を示したグラフより全ての試験体の最大



耐力が荒川 mean 式，靱性保証型耐震設計指

針に示された強度を上回ったことが分かる。

またカットオフの有無による差異は 2.4%以

下であった。 

 

 
図３ ２Ｎ試験体の最終破壊状況 

（左から横補強筋比 0.3，0.6，1.2％） 

 

 
図４ ２Ｃ試験体の最終破壊状況 

（左から横補強筋比 0.3，0.6，1.2％） 

 

図５ 最大耐力と横補強筋比の関係 

 

(3) 図６に最大残留ひび割れ幅が制限値時

のせん断力と横補強筋比の関係性を記した

グラフを示す。短期許容せん断力に達した荷

重サイクルの最大残留ひび割れ幅は制限値

を超えず，カットオフの有無による差異は見

られなかった。 

 

図６ 最大残留ひび割れ幅が制限値時の 

   せん断力と横補強筋比の関係性 

 

(4) カットオフ筋には材端部でもひずみ度

の勾配が生じ，付着応力が働いていた。この

勾配は横補強筋の引張力に伴うモーメント

の釣合いにより説明できる。 

 

 

図７ カットオフ筋の付着力発生機構図 

 

(５)図８に横補強筋比 0.6％試験体のカット

オフ筋のひずみ度分布を，図９に横補強筋比

0.6％試験体のカットオフ筋の付着応力度分

布を示す。梁端部から有効せい dまでの付着

応力度を考慮し，２段目カットオフ筋の付着

強度低減係数を０．６倍から０．８倍に修正

した付着強度式設計法を用いることで，現行

のＲＣ規準付着規定よりも２段目カットオ

フ筋の付着力を良好に評価できた。 



 

図８ カットオフ筋のひずみ度分布 

 

図９ カットオフ筋の付着力応力度分布 
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